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１
月
26
日
は「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

で
す
。
町
で
は
平
成
21
年
３
月
の
旧

吉
田
茂
邸
の
焼
失
を
受
け
、
毎
年
文

化
財
消
防
訓
練
を
実
施
し
、
貴
重
な

文
化
財
の
防
火
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
消
防
車
の
放
水
訓
練
や
文
化
財
等

の
搬
出
訓
練
、
消
火
訓
練
な
ど
を
文

化
財
管
理
者
、
消
防
署
・
消
防
団
が

一
緒
に
取
り
組
み
ま
す
。（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
関
係
者
の
み
で
行
い
ま
す
。）

▼ 

と
き
　
１
月
22
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

▼ 

と
こ
ろ
　
善
福
寺
（
高
麗
１

−

７

−

７
）

▼ 

そ
の
他
　
訓
練
当
日
は
サ
イ
レ
ン

吹
鳴
、
消
防
車
の
出
勤
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　�

　
な
お
、
荒
天
や
警
報
発
令
、
火

災
・
災
害
の
発
生
等
に
よ
り
、
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３

　
消
防
署
　
☎（
61
）０
９
１
１

　
食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
取
組
み
の

一
つ
に
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
が
あ

り
ま
す
。
ご
家
庭
な
ど
で
消
費
で
き

な
い
未
利
用
食
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
１
月
28
日
（
金
）

　
９
時
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　
研
修
室

▼
お
持
ち
い
た
だ
く
食
品
の
要
件

・
市
販
の
商
品
で
あ
る
も
の

・
包
装
が
未
開
封
で
あ
る
も
の

・�

賞
味
期
限
表
示
が
あ
り
、
期
限
の

到
来
ま
で
２
か
月
以
上
あ
る
も
の

・
常
温
保
存
が
利
く
も
の

▼
募
集
食
品
の
例

　
米
（
白
米
・
玄
米
・
ア
ル
フ
ァ
化

米
）、
飲
料
（
粉
末
飲
料
可
）、
缶
詰
、

瓶
詰
、
お
菓
子
（
幼
児
用
か
ら
大
人

用
ま
で
）、
乾
物
類
、
乾
め
ん
、
調

味
料
、
粉
ミ
ル
ク
、
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
、�

レ
ト
ル
ト
食
品
、
災
害
備
蓄
用
食
品
、

イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品

（
ラ
ー
メ

ン
・
味
噌

汁
・
ス
ー

プ
）
な
ど

問
環
境
課
　
☎（
72
）４
４
３
８

　
和
田
　
ミ
ネ
子
さ
ん（
国
府
新
宿
）

が
10
月
に
満
百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

し
ま
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
６

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
９
年
３

月
末
ま
で
の
５
年
間
、
ポ
ー
ト
ハ
ウ

ス
て
る
が
さ
き
の
管
理
・
運
営
を
行

う
指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
施
設
名
】

ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
て
る
が
さ
き

【
指
定
管
理
者
】

ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
て
る
が
さ
き

利
活
用
事
業
運
営
共
同
事
業
体

問
産
業
観
光
課

　（
大
磯
港
港
湾
管
理
事
務
所
）　

　
☎（
61
）５
７
１
９

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
へ
の

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

文
化
財
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す

ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
て
る
が
さ
き
の

指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た

▲令和元年度の様子
　（旧吉田茂邸）

▲令和２年度の様子

　
12
月
１
日
（
水
）、
末
賡
氏
の
教
育
委
員
辞

令
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
末
賡
氏
は
２
０
０
８
年
北
京
五
輪
男
子
４
０

０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
、
ま
た
陸
上
男
子
２
０
０
メ
ー
ト

ル
の
日
本
記
録
保
持
者
と
い
っ
た
、
日
本
の
陸

上
界
に
お
い
て
、
数
々
の
功
績
を
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
年
は
プ
ロ
陸
上
選
手
と
し
て
、
ま
た

大
磯
町
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
星
槎
大
学
の
特

任
准
教
授
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
町
立

中
学
校
に
お
い
て
も
、
陸
上
教
室
を
実
施
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
町
と
の
関
わ
り
が
深
い
方
で

す
。

　
町
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
実
績
あ
る
方
が

町
の
教
育
委
員
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
、

誇
り
に
思
う
と
同
時
に
、
大
変
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

　
末
賡
氏
に
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
方
が
豊
か
で
健
康
的
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

特
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
助
言
や
交
流
等
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
町
の
活
性
化
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
町
と
し
て
も
、
子
ど
も
の
運
動
教
育
や
健
康

増
進
が
益
々
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走 ！！
がが

走走走走走る走走走
末
賡
慎
吾
氏
を
町
教
育
委
員
に
任
命
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教
養
講
座
「
鉄
道
開
業
１
５
０
周
年

�

～
湘
南
か
ら
見
た
神
奈
川
の
鉄
道
～
」

　
駅
と
駅
舎
の
専
門
家
と
し
て
知
ら
れ
る

杉
㟢
行
恭
氏
を
講
師
に
迎
え
、
鉄
道
開
業

の
地
神
奈
川
に
着
目
し
て
、
１
５
０
年
を

迎
え
る
鉄
道
史
、
特
に
湘
南
地
区
の
鉄
道

の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

▼�

と
き　
２
月
12
日
、
19
日
（
土
）
13
時

30
分
～
15
時

▼
と
こ
ろ　
図
書
館
２
階
大
会
議
室

▼�

講
師　
杉す

ぎ
㟢ざ

き
行ゆ

き
恭や

す
氏　
交
通
フ
ォ
ト
ラ

イ
タ
ー
と
し
て
国
内
外
を
巡
っ
て
い
る
。

著
書
に
『
神
奈
川
県
の
鉄
道
』『
モ
ダ
ン

建
築
駅
舎
』、『
異
形
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』、

他
多
数
。

▼
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

▼�
申
込
み　
２
月
１
日
（
火
）
～
、
電
話

ま
た
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
受
付

＃
い
そ
ち
ゃ
ん

お
す
す
め
の
一
冊

乙女の文学さんぽ
鎌倉・湘南編

東京書籍書籍編集部／編
東京書籍

　
『
ツ
バ
キ
文
具
店
』(

小
川
糸
／
著)

か

ら
『
草
迷
宮
』(

泉
鏡
花
／
著)

ま
で
幅
広

く
物
語
を
感
じ
つ
つ
、
ゆ
か
り
の
地
を
散

歩
す
る
。

寅
年
生
ま
れ
の
作
家
・
著
名
人
特
集

　
今
年
は
寅
年
で
す
。
図
書
館
で
は
、
寅

年
生
ま
れ
の
作
家
・
著
名
人
の
作
品
を
特

集
し
て
、
本
の
展
示
・
貸
出
し
を
し
ま
す
。

年
明
け
は
家
で
じ
っ
く
り
読
書
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

定
期
購
読
し
て
い
る
雑
誌
を

ご
寄
贈
く
だ
さ
い

　
図
書
館
で
は
、
様
々
な
分
野
の
雑
誌
を

提
供
す
る
た
め
、
雑
誌
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼�

対
象　
本
館
ま
た
は
分
館
に
、
現
在
刊

行
中
の
雑
誌
を
継
続
し
て
一
年
間
以
上

寄
贈
し
て
い
た
だ
け
る
方

▼�

寄
贈
方
法　
週
刊
誌
は
、
発
売
日
の
翌

日
ま
で
、
月
刊
誌
等
は
発
売
日
か
ら
10

日
以
内
に
本
館
ま
た
は
分
館
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

▼�

雑
誌
の
内
容　
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
も
の
（
要
相
談
）

11
月
13
日
・
14
日
開
催　

第
20
回　
大
磯
図
書
館
ま
つ
り
報
告

　

第
20
回
大
磯
図
書
館
ま
つ
り
に
は
、

１
６
６
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
い
そ
ち
ゃ

ん
募
金
は
４
２
，
０
０
７
円
の
ご
協
力
が

あ
り
ま
し
た
。
大
磯
図
書
館
ま
つ
り
実
行

委
員
会
で
は
、
こ
の
募
金
で
児
童
書
を
購

入
し
、
図
書
館
に
寄
贈
す
る
予
定
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

企
画
展
「
堀
文
子
と
大
磯
」

　
画
家
の
堀
文
子
は
大
磯
に
居
宅
を
構
え
、

50
年
以
上
、
大
磯
を
拠
点
と
し
て
活
動
し

ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
一
般
財
団
法
人
堀

文
子
記
念
館
と
の
共
催
で
、
町
に
お
け
る

初
の
展
覧
会
を
郷
土
資
料
館
で
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
堀
文
子
が
大
磯
で
描
い
た
作
品
の
ほ
か
、

初
公
開
の
下
図
や
作
品
の
モ
チ
ー
フ
と

な
っ
た
資
料
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

▲堀文子作品「紅梅」

▼�

と
き　
１
月
22
日
（
土
）
～
２
月
20
日

（
日
）

▼
と
こ
ろ　
郷
土
資
料
館
企
画
展
示
室

▼
観
覧
料　
無
料

◎
堀
文
子

　
大
正
７
年
（
１
９
１
８
年
）
東
京
に
生

ま
れ
る
。
女
子
美
術
専
門
学
校
を
卒
業
し
、

平
成
31
年
（
２
０
１
９
年
）
に
亡
く
な
る

ま
で
、風
景
、人
物
、生
き
物
な
ど
、様
々

な
題
材
を
描
い
た
。昭
和
42
年（
１
９
６
７

年
）
か
ら
大
磯
町
の
高
麗
山
ふ
も
と
に
住

み
、
敷
地
内
に
あ
る
町
指
定
天
然
記
念
物

の
高
麗
ホ
ル
ト
ノ
キ
を
愛
し
、
創
作
の
着

想
を
得
た
と
い
う
。

七
賢
堂
特
別
開
扉
講
演
会

「
外
交
官
と
し
て
の
吉
田
茂
」

　
旧
吉
田
茂
邸
庭
園
内
に
あ
る
七
賢
堂
に

は
、
明
治
の
元
勲
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
も
と
は
伊
藤
博
文
が
大
磯
の
自
邸
・

滄
浪
閣
に
建
立
し
た
四
賢
堂
で
、
吉
田
茂

が
現
在
の
場
所
に
移
築
し
ま
し
た
。
七
賢

堂
の
特
別
開
扉
に
あ
わ
せ
、
外
交
官
時
代

の
吉
田
茂
に
つ
い
て
戸
部
良
一
氏
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と
き　
２
月
11
日
（
金
・
祝
）

　
13
時
30
分
～
15
時

▼�

と
こ
ろ　
大
磯
城
山
公
園
旧
吉
田
茂
邸

地
区
管
理
休
憩
棟

▼�

講
師　
戸
部
良
一
氏
（
防
衛
大
学
校
名

誉
教
授
）

▼
定
員　
30
人

▼�

申
込
み　
１
月
５
日
（
水
）
か
ら
先
着

順
。
来
館
ま
た
は
電
話
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

図　書　館　問・ 　☎（61）3002
　　　　　　休館日　1／1〜4・11・17・24・31
郷土資料館　問・ 　☎（61）4700
　　　　　　休館日　1／1〜4・11・17・24・31


